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人吉都市計画事業 紺屋町被災市街地復興土地区画整理事業 事業計画 
 

第１ 土地区画整理事業の名称等 

１ 土地区画整理事業の名称 
人吉都市計画事業紺屋町被災市街地復興土地区画整理事業 

 

２ 施行者の名称 
人吉市 

 

第２ 施行地区 
１ 施行地区の位置 

本地区は、人吉駅の南東約400ｍに位置しており、地区西側は山田川、南側は国道445号に

面し、また球磨川も近くに存しており、東西に約110ｍ、南北に約120ｍの面積が約1.2haの地
区である。 

 

２ 施行地区位置図 
別添「位置図（縮尺1/10,000）」のとおり。 

 

３ 施行地区の区域 
本地区の区域は、人吉市紺屋町及び九日町の各一部である。 

 

４ 施行地区区域図 
別添「区域図（縮尺1/500）」のとおり。 

 

第３ 設計の概要 
１ 設計説明書 

（１）土地区画整理事業の目的 

人吉市では、令和２年７月豪雨に伴う洪水により、本地区を含む市街地の広範囲が浸水して
甚大な被害を受けた。 

この水害被害の復興を進めるため、令和3年7月に本地区を含む約21haの区域について緊急

かつ健全な復興を目指し、被災市街地復興推進地域として都市計画決定を行い、その中で、
本地区約1.2haの区域については、令和４年６月に被災市街地復興土地区画整理事業の都市計

画決定を行った。 

本地区は、都市基盤の課題が多く、既存生活道路を避難路として改善し、未接道宅地の解消
のため新たな区画道路の整備を図るとともに、一時避難場所となる公園の整備を行う。 

また、山田川河川改修事業に併せて沿川の土地活用向上を目指し、まちの防災性・安全性の

向上を図りながら、温泉街周辺にふさわしい賑わいを創出して、被災市街地の復興を図るこ
とを事業の目的とする。 

なお、土地区画整理事業施行区域外の被災市街地復興推進地域の全域において、地区計画に

よる地区施設の配置や建築物等に関する制限により施設整備を行う。 
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（２）施行地区内の土地の現況 

（イ）地区の性格、発展状況 
人吉市は、熊本県の人吉盆地の西南端に位置し、南は鹿児島、宮崎両県に接しており、

平成7年の九州自動車道全線開通により、九州主要都市である熊本市、宮崎市、鹿児島市

へ約１時間でアクセスが可能である。 
また、鎌倉時代から続く相良700年の人吉城の城下町として、人吉・球磨地方の中心地と

して栄えてきた。 

市の中心部は人吉盆地の西端にあり、市内を東から西へ球磨川が貫流し、南北から山田
川・胸川など多数の支流が球磨川へ流れ込んでいる。 

本地区は、人吉城の城下町として発展した市の中心市街地に位置し、球磨川沿いの温泉

旅館街とともに、市の商業・観光の中心地の一角を担い賑わっていた。 
 

（ロ）地区内の人口及び人口密度 

地区内には３４人(令和4年3月時点)が居住しており、人口密度は約２７人／haである。 
（令和２年７月豪雨被災前(令和2年3月時点)における地区内人口は、７９人、人口密度

は約６３人／ha） 

 
（ハ）土地利用状況 

本地区は、南側には、江戸時代から引き継ぐ町人の家屋として間口が2軒半（約4.5ｍ）

と５軒（約9.0ｍ）、奥行25軒（約45ｍ）の敷地が存しているが、一部は山田川の河岸で十
分な基盤が整備されていない中で土地の細分化や土地利用が進んでいる。 

地区には飲食店等が連なり、商業・観光の土地利用が主体となっているが、戸建てを中

心とした住宅地としても多く利用されている。 
また、国道445号沿いには、銀行等も存し市内の業務機能の一端を担っている。 

 

（二）道路及び宅地の状況 
本地区における道路は、南側に国道445号（都市計画道路3・5・13相良⿁木線、現況幅員

W=14ｍ）が通り、地区東側に市道紺屋町駒井田線（現況幅員W=6.5m）、北側に市道青井

二日町線（現況幅員W=7.0m）、西側に山田川管理用通路（現況幅員W=3～4m）がある。 
また、地区内には、４ｍ未満の市道九日町紺屋町第１号線（現況幅員W=2.5～4m）をは

じめ、さらに狭小な通路（行き止まりを含む。）が複数存在している。 

宅地は、比較的規模の大きな宅地が多いが、被災前は、地区中央の一部敷地内に複数の
狭小な建物が連なっているなど密集した利用となっている。 

 

（ホ）建物の状況及び高度化 
本地区は、商業地域（80／400）に用途指定されている。 

建物は水害により公費撤去等が進んだことにより、令和４年９月時点において、商業・

業務施設系が14棟、戸建住宅が8棟、温泉施設が2棟、その他が1棟である。 
地区内の高度利用状況は、被災前を含め、商業業務系は４階までの高さとなっている。 
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（ヘ）地勢 

本地区は、標高103ｍ～104ｍのほぼ平坦であるが、西側には山田川の橋梁部にかけて北
側と南側の道路地盤が少し高く（標高105ｍ）なっている。 

また、山田川の堤防に接する地区西側中央部は周辺と比べ、高低差を伴う箇所がある。 

 
（ト）用排水 

地区内は、泉田川が東西方向に流れ、その他地区内にある雨水管渠及び道路側溝を介し

て流入し、樋管から山田川に排水している。 
また、自然流下が困難な状況下においては、地区外の南に存する九日町排水機場により

球磨川本川へ強制排水している。 

 
（チ）上下水道、ガス等供給処理施設 

上水道は、人吉市水道局により配水管を通し各戸に供給されている。 

下水道は汚水管が整備されている。 
ガスは、地区全域でプロパン（LP）ガスを利用している。 

 

（リ）学校等文教施設 
本地区の東約0.9kmに人吉市立人吉東小学校、南側に約0.5kmに人吉市立第一中学校があ

り、本地区は当該学校区に含まれる。 

 
（ヌ）工場の立地状況 

現在、地区内に工場の立地は見られない。 

 
（ル）地価 

不動産鑑定評価による施行前の地区内の平均地価は27,000円／㎡である。 

 
（３）設計の方針 

本地区の設計に当たっては、人吉都市計画区域マスタープラン及び人吉市復興まちづくり

計画（令和４年３月版）、中心市街地復興まちづくり推進協議会における意見等に基づき、く
らしの再建、コミュニティの再生に資する宅地配置や災害時における円滑な避難対策ととも

に、人吉市の中心地としてふさわしい賑わい・活力形成を目指した土地利用及び各種公共施

設の配置計画等を行う。 
 

（イ）土地利用計画 

安全で快適な環境を備え、良好な土地活用を図れるように商業地や住宅地を配置すると
ともに、市中心部にふさわしい賑わいを創出できる土地利用を図る。 

 

（ロ）人口計画 
本地区の計画人口は、被災前と同等の人口を目指し、約８０人、人口密度は約６４人／

haと想定する。  
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（ハ）公共施設計画 

 ① 道路 

国道445号(都市計画道路3・5・13相良⿁木線（W=14ｍ）)は、既定計画に基づき整備済

である。 

区画道路（W=6.0ｍ～7.0ｍ）は、災害時の防災機能の向上及び良好な市街地環境の形成

が図れるように地区に適宜配置する。 

また、山田川の管理用通路については、河川改修事業に併せて防災上避難や緊急車両の

通行等災害対策を行なえ、かつ、沿川の土地活用を向上させることができる兼用工作物の

区画道路として整備する。 

さらに、現況の生活道路の一部路線については、現状の土地利用を勘案し特殊道路

（W=4.0ｍ）として整備する。 

 

 ② 公園 

公園は、誘致距離等を考慮して地区東側と西側に2か所約377㎡を計画し、地区面積の3％

以上かつ計画人口1人当たり3㎡以上を確保する。 

 

 ③ 排水計画 

地区内の雨水排水は、人吉市公共下水道計画に基づき、山田川や球磨川に放流する。 

 

（二）供給処理施設計画 

①上水道・下水道 

 上水道・下水道については、既設暗渠等を活用しつつ、別途事業により地区全域に供

給・接続する。 

②電気・通信 

      各事業者と協議の上、別途事業により地区全域に供給する。 

 

（ホ）造成計画 

本事業は、熊本県が施行する山田川河川改修事業と併せて施行する。 

河川管理用通路を兼用工作物の区画道路として整備し、沿川の土地活用を図るとともに、

地区内の内水対策の向上及び、賑わいを創出できる宅地を整備するため、本事業による造

成を行う。 

  



 - 5 -

（４）整理施行前後の地積 

 

（イ）土地の種目別施行前後対照表 
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（５）保留地の予定地積 

 

          該当なし 

 

  

 (ロ) 減歩率計算表

同更正地積

( 登 記 簿 地 積 )

m2 m2 m2 m2 m2 m2 ％ ％

9,386.58 9,387.61 8,428.10 8,428.10 959.51 959.51 10.22 10.22

(8,740.28) (312.18) (312.18) (3.57) (3.57)

（  ）は、減価補償金による先買いをした場合

 (ハ) 宅地価格及び総額

整理前単価
整理前

宅地価格総額
整理後単価

整理後

宅地価格総額
摘 要

円/m2 千円 円/m2 千円

増進率

27,000 253,465 28,000 235,987 1.037

 (ニ) 減価補償金

買 収 地 積 単 価 用 地 買 収 費

千円 千円 千円 m2 円/m2 千円 千円

253,465 235,987 17,478 647.33 27,000 17,478

減 歩 率

公 共

減 歩 地 積

公 共 ・ 保 留 地

を 合 算 し た

減 歩 地 積

公 共

減 歩 率

公 共 ・ 保

留 地 合 算

減 歩 率

( 測 量 増 減

を 加 減 し

た も の )

整理後宅地地積整 理 前

宅 地 地 積

差引減歩地積

保 留 地 を

含 め た

宅 地 地 積

保 留 地 を

除 い た

宅 地 地 積

交付金
整理前宅地

価格総額

整理後宅地

価格総額

宅地価格総

額の減少額

(減価補償金)

用地買収費
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（６）公共施設整備改善の方針 

（イ）施行地区に係る都市計画 
 

事      項 告示年月日 告示番号 

都市計画区域 区域区分の決定無し 昭和44年 5月26日 建設省告示第2937号 

地域地区 
商業地域 平成 8年 4月 1日 人吉市告示第  23号 

準防火地域 昭和53年 8月22日 人吉市告示第 33号 

被災市街地 

復興推進地域 
被災市街地復興推進地域 令和 3年 7月21日 人吉市告示第 127号 

都市施設 3･5･13相良⿁木線 平成22年 2月19日 熊本県告示第 184号 

市街地 
開発事業 

紺屋町被災市街地復興 
土地区画整理事業 令和 4年 6月30日 人吉市告示第  76号 

 
（ロ）主要な公共施設の整備改善の方針 
 ① 都市計画道路 

国道445号(都市計画道路3・5・13相良⿁木線（W=14ｍ）)は、既定計画に基づき整備済
である。 

 
 ② 区画道路 

市道紺屋町駒井田線をはじめとする地区の外周道路については、現況幅員のまま供給処
理施設整備に合わせて舗装の打ち替え等の整備をする。また、山田川沿いの道路について
は、河川改修事業で整備する幅員４ｍの管理用通路を活用して幅員6.5ｍの区画道路を整
備し、それ以外の地区内道路については、幅員6ｍの区画道路として新設又は拡幅整備す
る。 

区画道路は、既存の道路網との接続を考慮しつつ、未接道宅地や行き止まり道路を解消
して土地利用上適正な街区を形成するように配置し、防災機能及び生活環境の向上を図る。 

 
 ③ 特殊道路 

国道445号と公園１号を結ぶ歩行者導線とするため、幅員2ｍの特殊道路として整備する
とともに、現況の生活道路で、かつ正面道路ではない一部路線については幅員4ｍの特殊
道路として整備する 

 
 ④ 公園等 

公園は、災害時の一時避難やレクリエーション・地域交流の場としての機能を別途事業
により確保する。 

 
 ⑤ 河川・水路等 

雨水は道路側溝・雨水管渠等により、山田川や球磨川に放流する。 
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（ハ）公共施設別調書 
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（７）土地区画整理法第２条第２項に規定する事業の概要 

上水道、下水道（雨水・汚水）については、別途事業により整備に併せて新設する。 

 

２ 設計図 

別添「設計図（縮尺1/500）」のとおり。 

 

第４ 事業施行期間 

自 令和 ５年 ３月  日 

至 令和１１年 ３月３１日（清算期間を含まず） 
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第５ 資金計画書 

１ 収  入 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 他事業施行分 

 

事 業 名 称 施 行 予 定 者 摘 要 

山田川河川改修事業 熊 本 県  

上 水 道 事 業 人 吉 市  

下 水 道 事 業 人 吉 市  
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２ 支  出 
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３ 年度別歳入歳出資金計画表 
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第６ 参考図書 

１ 現況図 

別添「現況図（縮尺1/500）」のとおり。 

 

２ 市街化予想図 

別添「市街化予想図（縮尺1/500）」のとおり。 

 


